
1 
 

 

 

２０２2 年度 
（2022 年 6 月～2023 年 5 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成日：2023 年 9 月 26 日 

セリ・コーポレーション株式会社 

 
 

            

 

認証番号 0013303 

 

環境経営レポート 



2 
 

 

目      次 

 

１．環境経営方針 

２．組織の概要 

３．エコアクション 21 実施体制 

４．施設の状況 

５．処理工程図 

６．処理実績 

７．環境経営目標 

８．環境経営計画の内容 

９．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、 

並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

 

10．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果､並びに違反、 

訴訟等の有無 
 

11．代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

 

 

 

 

 



3 
 

１．環境経営方針 
 

 

環境経営理念 

当社は、「廃棄物の収集・運搬及び中間処理の事業を通じ、循環 

型社会の形成に貢献」を理念に、以下に環境経営方針を定め社 

員一同がその実現に努めます。 

 

環境経営方針 

１． 環境関連の法規、条例等及び当社が設定した取決め事項を 

遵守します。 

 

２． 廃棄物の収集・運搬及び中間処理における二酸化炭素排出 

量の削減など環境負荷低減に努めます。  

３．事業に伴い取扱う廃棄物の再資源化に努めます。 

４．働く人の作業環境整備、及び事故防止に努めます。 

 

５．地域社会との共存、共栄を目指し、環境に配慮した社会貢 

献活動に努めます。 

 

６．定期的な環境経営システムの見直しにより継続的な改善を 

  図ります。

 

2020 年 7 月 1 日 

セリ・コーポレーション株式会社 

代表取締役 世利真治 
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２．組織の概要 

■事業者氏名及び代表者  セリ・コーポレーション株式会社 

代表取締役 世利真治 

 

■所在地  本社       〒 818-0111 

                   福岡県太宰府市三条三丁目 19 番 1 号 

 

事業所        〒 818-0114 

（中間処理場）    福岡県太宰府市大字北谷字小原 953 番 4  

            

■環境管理責任者氏名   環境管理責任者 久家 龍 

 及び担当者連絡先    担当者     久家 彩香 

ＴＥＬ：092-555-6026 

ＦＡＸ：092-555-6027 

メールアドレス：seri.cop5@gmail.com 

 

■主な事業内容    

・産業廃棄物の収集･運搬及び産業廃棄物の処分 

・特別管理産業廃棄物の収集･運搬 

 

■法人設立年月日  2010 年５月７日 

 

■事業規模    資本金    ：５百万円 

売上高    ：303 百万円(2022 年度) 

従業員数   ：17 名 

事業所延べ面積：1,890 ㎡ 
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■事業許可の内容 
・産業廃棄物処分業   

    許可年月日     /     有効期限年月日 許可番号 

福岡県 R4.12.25   ／     R9.12.24 04020155150 

施設 

区分 
取扱品目 設置場所 

設置 

年月日 
処理能力 

選別 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず等(以上 3 品目

については自動車等破砕物を除く。)、紙くず、木

くず、繊維くず、ゴムくず、がれき類 

福岡県太宰府市大

字 北 谷 字 小 原

963 番 4 

平成29年

7 月 1 日 

20.1t/日 

(8 時間) 

圧縮 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 (自動車等破砕物を除き、軟質系に

限る。)、金属くず (自動車等破砕物を除く。)紙く

ず、繊維くず 

福岡県太宰府市大

字 北 谷 字 小 原

963 番 4 

平成29年

7 月 1 日 

4.49t/日 

(8 時間) 

・産業廃棄物及び特別産業廃棄物の収集運搬業 
 

 

都

道

府

県 

 

 

産

廃 

／ 

特

管 

 

 

積

替

え

保

管 

 

 

許可の 

年月日 

 

許可の 

有効期限 

 

 

許可番号 

許 可 の 種 類 

燃 

え 

殻 

汚 
 
  

 

泥 

廃 
 

 
油 

廃 
 

 

酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類 

紙 

く 

ず 

木 

く 

ず 

繊 

維 

く 

ず 

動
植
物
性
残
さ 

動
物
系
固
形
不
要
物 

ゴ 

ム 

く 

ず 

金 

属 

く 

ず 

ガ
ラ
ス･

コ
ン
ク
リ
ー
ト
類 

が 

れ 

き 

類 

廃 

石 

綿 

等 

福

岡 

産
廃 

 
無 

R2.8.12 

R7.8.11 

04000 
155150 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

特
管 

無 
R3.2.5 

R8.2.4 

04050 
155150 〇 〇 〇 〇 〇           〇 

佐

賀 

産
廃 

 
無 

R3.4.15 

R8.4.14 

04101 
155150 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

特
管 

無 
R4.1.14 

R9.1.13 

04151 
155150   〇 〇 〇           〇 

大

分 
産
廃 

 
無 

R5.2.21 

R10.2.20 

04407 
155150 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

鹿
児
島 

産
廃 

 
無 

R5.8.30 

R10.8.29 

04600 
155150 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

宮

崎 
産
廃 

 
無 

R5.7.26 

R10.7,25 

04500 
155150 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

長

崎 
産
廃 

 
無 

R5.8.28 

R10.8.27 

04200 
155150 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

熊

本 
産
廃 

 
無 

R5.8.17 

R10.8.16 

04305 
155150 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

山

口 
産
廃 

 
無 

R5.8.1 

R10.7.31 

03500 
155150 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

岡

山 
産
廃 

 
無 

R5.9.4 

R10.9.3 

03300 
155150 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

広

島 
産
廃 

 
無 

R5.10.4 

R10.10.3 

03400 
155150 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  
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■エコアクション２１認証登録範囲    
弊社全組織、全活動 

 

３．エコアクション２１実施体制 

<組織図> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
(事務処理一般)       (収集・運搬)        (選別・圧縮) 

  
 

<役割分担表> 

所 属 役割・責任・権限 

社 長 

 

・環境経営に関する統括責任 
・環境経営システム実施に必要な人、設備、費用等の資源を準備 
・環境経営方針を作成・見直し、従業員への周知 
・環境経営目標、環境経営計画を承認 
・代表者による全体の評価と見直し実施 
・環境経営レポートの承認 
・課題とチャンスの明確化  

環境管理責任者 

ea21 事務局 

 

・ea２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、 
実行し、環境実績の向上 

・環境への負荷の自己チェック、環境への取組の自己チェックの実施 
・環境経営活動の実績集計 
・教育訓練の実施、緊急事態訓練計画の立案と実施提案 
・環境関連法規等の取りまとめと遵守確認 
・環境経営目標、環境経営計画案の作成 
・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告 
・環境経営レポートの作成 
・審査の窓口 
・文書、記録の保管 

部門責任者 

・環境経営方針、環境経営計画を部門全員に周知 
・問題点の発見、是正、予防処置の実施 
・緊急時の対応のための手順書作成 
・環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

全従業員 
・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚 
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する 

代表者 

社長：世利真治 

環境管理責任者 

事務部門 中間処理部門 収集・運搬部門 

ea21 事務局 
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４．施設の状況 

  4.1 車輛及び施設 

種 類 仕 様 台数 種類 仕様 台数 

収集・運搬

車両 

4ｔ塵芥車 3 台 フォークリフト 2.0t ２台 

2ｔトラック 1 台 パワーショベル ---- ２台 

2ｔトラック(ﾕﾆｯｸ) ２台 プレス機 

(ND5011 型) 

50ｔ 

出力 11kW 4p 

1 台 

4ｔアームロール車 ６台 

4ｔクラム車 2 台 選別機 トロンメル 

回転式 

1 台 

10ｔトラック ３台 

  

4.2 処理する物品の種類及び施設の種類、処理能力 
上記 2 の産業廃棄物処分業の項に廃棄物の種類とかかる施設及び処理能力を 

表しています。 
 

 
 

５．処理工程図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．産業廃棄物処理実績 

・収集運搬量：18,863t     

・中間処理量：17,420t    

・最終処分量：  3,432t 

 

 

産業廃棄物 

／有価物 

 (排出事業者) 

処分委託先へ搬入 
収集・運搬 

運搬／引取 

他社再生、処分等処理先 

収

集

・

運

搬 

／ 

持

込 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 

金属くず 

紙くず 

繊維くず 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類：再生処理(売却) 

金属くず  ：再生処理(売却) 

ｶﾞﾗｽくず等 ：最終処分(委託) 

紙くず     ：再生処理(売却) 

木くず     ：再生処理(売却)  

繊維くず   ：再生処理(売却) 

ゴムくず   ：再生処理(売却) 

がれき類   ：最終処分(委託) 
  

選別 
(重機、手作業) 

圧縮 

(ﾌﾟﾚｽ機) 

自社処分場 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 

金属くず 

ｶﾞﾗｽくず等 

紙くず 

木くず 

繊維くず 

ゴムくず 

がれき類 
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７．環境経営目標 

当社はエコアクション 21 に基づく環境経営システムを構築し、以下の環境経営目標を定め

達成に向けた活動に取組んでいます。 

環境経営目標 単位 

基準年 

2019 年度 
(2019 年 6

月～翌年 5 月) 

2020 年度 
(2020 年 7 月

～翌年 5 月) 

11 ヶ月間 

2021 年度 
 

(2021 年 6 月

～翌年 5 月) 

2022 年度 
 

(2022 年 6 月

～翌年 5 月) 

1.二酸化炭素排出量の

削減  

kg- 

CO2 
307,913 279,431  

(1.0%削減) 

301,755 

(2.0%削減) 

298,676 

(3.0%削減) 

 

電力使用量の 
削減 

kWh 6,196 5,623  

(1.0%削減) 

6,072 

(2.0%削減) 

6,010 

(3.0%削減) 

軽油使用量の 

削減 
Ｌ 110,807 100,557  

(1.0%削減) 

108,591 

(2.0%削減) 

107,483 

(3.0%削減) 

ガソリン使用

量の削減 
Ｌ 8,569 7,776  

(1.0%削減) 

8,398 

(2.0%削減) 

8,312 

(3.0%削減) 

2.廃棄物排出量の削減

(自社発生一般廃棄物

削減：3R 推進) 

kg 243.6 221  

(1.0%削減) 

238.7  

(2.0%削減) 

236.3 

(3.0%削減) 

3.水使用量の削減(節水

活動の実施) 
㎥ 264.0 240  

(1.0%削減) 

258.7 

(2.0%削減) 

256.1 

(3.0%削減) 

4. 受託した廃棄物の収

集運搬、処分におけ

る環境配慮(再資源化

率 70%以上の維持) 

％ 70 ――― ――― ７０ 

5.地域貢献活動の推進

(会社周辺の清掃活動

実施)  

回 1 回／月 1 回／月 1 回／月 1 回／月 

➀温室効果ガス排出量の内、購入電力の排出係数は、 

九州電力公表 2018 年度調整後排出係 0.347（kg-CO2/kWh)を使用 

  ②4.受託した廃棄物の収集運搬、処分における環境配慮の目標項目を再資源化率管理に変更 
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・2023 年度以降の中期計画 

 

環境経営目標 単位 

基準年度 
年 度 目 標 

（ ）内は削減率 基準年比 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

1.二酸化炭素排出量の

削減  

kg- 

CO2 
539,997 538,377 

(0.3%削減) 

527,837 

(0.6%削減) 

534,597 

(1.0%削減) 

 

電力使用量の 
削減 

kWh 15,237 15,191 

(0.3%削減) 

15,176 

(0.6%削減) 

15,085 

(1.0%削減) 

軽油使用量の 

削減 
Ｌ 202,330 201,723 

(0.3%削減) 

201,521 

(0.6%削減) 

202,307 

(1.0%削減) 

ガソリン使用

量の削減 
Ｌ 5,243 5,227 

(0.3%削減) 

5,222 

(0.6%削減) 

5,191 

(1.0%削減) 

2.廃棄物排出量の削減

(自社発生一般廃棄物

削減：3R 推進) 

kg 236 235 

(0.3%削減) 

235 

(0.6%削減) 

234 

(1.0%削減) 

3. 受託した産業廃棄物

の再資源化率の向上 
％ ７3 70 70 70 

4.安全安心の職場づく

り・労働災害ゼロ 
件 ０ 0 0 0 

5.地域貢献活動の推進

(会社周辺の清掃活動

実施)  

回 1 回／月 1 回／月 1 回／月 1 回／月 

➀ 温室効果ガス排出量のうち、購入電力の排出係数は、 

九州電力公表 2021 年度調整後排出係 0.382（kg-CO2/kWh)を使用うち 

② 水の使用量については、井戸水使用のため目標項目から除いた。 

③ 目標項目に.4 項の｢安全安心の職場づくり｣を追加した。 
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８．環境活動計画の内容 

（１）二酸化炭素排出量の削減 

取 組 項 目 活 動 項 目 

１ 電力使用量の削減 

1 
エアコン設定温度(夏季：28±1 度／冬季：20±1

度)を決め、実行する 

2 エアコンは定期的にフイルターの清掃をする 

3 昼休みなど稼働時以外は照明、換気扇をこまめに消す 

4 OA 機器の省電力設定 

5 動力機器不要時は電源を切る 

２ 
燃料使用量の削減 

 (軽油、ガソリン) 

1 積み込み時のアイドリング設定実施 

2 急発進、急ブレーキの抑制 

3 タイヤの空気圧チェック 

4 日常点検（ブレーキのききは？）の実施 

5 信号などでの停止時のアクセル抑制(惰性運転) 

6 事前ミーティングによる走行ルート効率化 

7 定期点検の実施 

8 各車両の走行距離、使用燃料の管理 

 

（２）廃棄物排出量の削減(自社発生分) 

取 組 項 目 活 動 項 目 

１ 
一般廃棄物の削減  

(3R の推進) 

1 社内廃棄物の分別徹底により資源物に回す 

2 パソコンから不要打出し制限(プレビュー確認) 

3 コピー紙の裏紙使用 

 

（３）水使用量の削減 

取 組 項 目 活 動 項 目 

１ 節水活動の実施 

1 手洗い時の流しっぱなし禁止、流水調整 

2 各水道、トイレに節水の文字貼付 

3 洗車時、洗濯時の流しっぱなし禁止 

 

（４）受託した廃棄物の収集運搬、処分における環境配慮 

取 組 項 目 活 動 項 目 

１ 
受託した産業廃棄物の再 

資源化率 70%以上の維持 

1 産業廃棄物の分別徹底による廃棄物削減 

2 廃棄物の物性確認による廃棄物発生の抑制 

3 リサイクルできる業者の把握と優先使用 

 

（５）地域貢献活動の推進 

取 組 項 目 活 動 項 目 

１ 
会社周辺の清掃活動実施   

1 回／月実施 
1 会社周辺道路等の清掃及び除草 
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９．環境経営目標と実績及び活動計画の取組結果と評価 
9.1 環境経営目標実績  

環境経営目標 単位 目 標 実 績 
目標達成率 

(%) 

目標達成の

判定 

1.二酸化炭素排出量の削減  
kg- 

CO2 
298,676 539,463 55.3% × 

 

電力使用量の削減 kWh 6,010 15,237 39.4% × 

軽油使用量の削減 Ｌ 107,483 202,330 53.1% × 

ガソリン使用量の削減 Ｌ 8,312 5,243 158.5% 〇 

2.廃棄物排出量の削減 

(一般廃棄物の削減) 
kg 236.3 236 100% 〇 

3.水使用量の削減 

(節水活動の実施) 
㎥ 256.1 256 100% 〇 

4. 受託した廃棄物の収集 

   運搬、処分における環境

配慮(再資源化率 70%以

上の維持) 

% ７０ 73 104.3％ 〇 

6.地域貢献活動の推進 

(会社周辺の清掃活動実施) 
回 1 回／月 12 回 100% 〇 

実施状況の判定 達成〇：100%以上 ほぼ達成△：95%以上 未達成×：95%未満 
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9.2 環境活動計画の評価、次年度の取組み 

取組項目 活動計画の内容 
取組 

結果 
評価内容 

1.二酸化

炭 素 排

出 量 の

削減 

電力使用量 

の削減 

 

エアコン設定温度(夏季：28±1 度／冬季：

20±1 度)を決め、実行する 
△ 

・電力使用量が目標未

達成となりました。

理由はエアコンのと

車両の洗浄機による

もの。 

 

エアコンは定期的にフイルターの清掃をす

る 
〇 

昼休みなど稼働時以外は照明、換気扇をこ

まめに消す 
〇 

OA 機器の省電力設定 〇 

動力機器不要時は電源を切る 〇 

燃料使用量 

の削減 

 

積み込み時のアイドリング設定実施 〇 ・軽油の使用量が目標

未達成となりまし

た。 

収集運搬場所が遠方

となったことと運搬

車の増車のため、使

用量が増加したもの

です。 

急発進、急ブレーキの抑制 〇 

タイヤの空気圧チェック 〇 

日常点検（ブレーキのききは？）の実施 〇 

信号などでの停止時のアクセル抑制(惰性

運転) 
〇 

事前ミーティングによる走行ルート効率化 〇 

定期点検の実施 〇 

各車両の走行距離、使用燃料の管理 〇 

2.廃棄物

排 出 量

の削減 

一般廃棄

物排出量

削減 

社内一般廃棄物の分別徹底により資源物に

回す 
〇 

・パソコンの印刷、裏

紙使用は定着してま

す。継続して実施し

ます。 
パソコンから不要打出し制限(プレビュー

確認) 
〇 

コピー紙の裏紙使用 〇 

3.水使用量

の削減 

節水活動の 

実施 

手洗い時の流しっぱなし禁止、流水調整 〇 ・継続テーマとして活

動しています。 
各水道、トイレに節水の文字貼付 〇 

各水道に節水の文字貼付 〇 

まとめ洗いの実施 〇 

洗車時は流水量を調整する  〇 

適量な洗剤量ですすぎ水の節約実施 〇 

4.受託した

廃棄物の

収集運搬、

処分にお

ける環境

配慮 

受託した産 

業廃棄物の 

最終処分量 

の削減 

産業廃棄物の分別徹底による廃棄物削減 〇 
・再資源化率が見える

ようにしました。 

・車両積載時の確認と

積み方の改善で選

別効率をアップさ

せた。 

廃棄物の物性確認による廃棄物発生の抑制 〇 

リサイクルできる業者の把握と優先使用 〇 

5.地域貢献

活動実施 

会社周辺の 

清掃実施 
会社周辺道路等の清掃及び除草 〇 

・予定通りに実施して

きました。続けて活

動していきます。 

「◎」：実施 「○」：概ね実施 「△」：一部課題有 「×」：未実施 
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10．環境関連法規等の順守状況及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無 
  当社に適用される環境関連法規等の順守状況を確認した結果、違反はありませんでした。また、

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。 

【環境関連法規等の遵守状況の主な確認結果】 

法規等名 遵守事項 当社の遵守内容 

遵守状況

確認・結

果 

廃棄物の処理及び清掃に

関する法律(廃棄物処理

法) 

産業廃棄物処分、収集・運

搬業許可 
業許可証の維持 ○ 

産業廃棄物の飛散防止の

表示等 

飛散防止養生実施、規定の看板

設置 
○ 

産業廃棄物収集運搬車の

表示等 

運搬車の車体表示を行い、車輛

に書面(管理票、許可証のｺﾋﾟｰ)を

備え付け 

○ 

収集運搬の許可区域 許可区域内で実施 ○ 

管理表の適正管理 返却、5 年以上保管 〇 

家電リサイクル リサイクル推進 該当がある場合は適正処理 ○ 

自動車リサイクル法 同上 同上 ○ 

消防法 
危険物(軽油等)の保管限

度量 

給油時、点検実施（届出基準限度

内） 
○ 

「○」：実施 「×」：未実施 

 

11．代表者による全体評価と見直し・指示の結果 

 <<評価・見直し>> 

①ea21 に着手以降に産廃収集において収集場所が遠方となり、増車したことも重なっ

て軽油使用量が 3 年間にわたり目標未達成となりました。また電力使用量においても

職場環境整備としての設備の補強、車両洗浄の強化等により目標未達成となりました

が、全員で削減努力はしてきたものでしたが以降も継続して行っていきます。 

②また社員の健康管理に注力し、夏季における熱中症対策として給水タンクにより麦茶

を常時補給し水分補給をすることや適度な休憩をしてきことにより、夏場を乗り切る

ことができました。給水タンクでペットボトル飲料が減り、廃棄量を削減することも

できました。 

  

<<指示>> 

① 2023 年度からの第 2 次中期計画の策定にあたり、電力使用量と軽油使用量を見直

しし、実態に適合した目標設定をして、活動していきます。 

② 新たに労働災害ゼロの取組みを追加しました。日常的に意識して仕事をしているこ

とではあるが、災害ゼロの達成状況が見えるように管理していきます。 

 


